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医科学から

読み解く

西洋画家の物語

医科学から

読み解く

西洋画家の物語

で
は
、
座
っ
て
会
計
や
予
約
を

す
る
こ
と
が
で
き
、
話
し
込
ん

で
い
く
方
も
多
く
い
ま
す
。
私

の
考
え
る
『
か
か
り
つ
け
歯
科

医
師
』
と
は
、

・
電
話
の
声
を
聞
い
た
だ
け

で
、
そ
の
患
者
さ
ん
の
顔
と

名
前
、
口
腔
内
が
頭
に
浮
か

ぶ
・
痛
い
、
外
れ
た
な
ど
の
主
訴

を
聞
い
た
だ
け
で
、
あ
の
歯

で
し
ょ
う
と
予
測
が
つ
く

・
予
約
の
患
者
さ
ん
に
配
慮
し

な
が
ら
も
、
緊
急
性
に
よ
り
、

臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る

　

勿
論
知
識
や
技
術
は
重
要
で

す
の
で
、
今
後
も
そ
ち
ら
の
方

面
で
も
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

～第 106 弾～～第 112 弾～

　

私
の
通
っ
た
熊
本
の
女
子
高

は
良
妻
賢
母
を
旨
と
す
る
校
風

で
、
大
卒
女
子
は
嫁
の
貰
い
手

が
な
い
と
言
わ
れ
た
時
代
。
そ

ん
な
生
き
方
に
違
和
感
を
感
じ

た
私
は
、
１
９
７
２
年
、
医
者

と
歯
医
者
の
違
い
も
知
ら
ず
、

東
京
医
科
歯
科
大
学
歯
学
部
に

進
学
し
ま
し
た
。
当
時
は
歯
科

医
師
超
不
足
、
虫
歯
の
洪
水
、

学
生
は
即
戦
力
を
要
求
さ
れ
、

優
雅
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
か

ら
は
程
遠
い
、
歯
科
の
勉
強
と

実
習
に
明
け
暮
れ
る
毎
日
で
し

た
。

　

卒
後
は
歯
科
医
師
が
１０
人
以

上
も
い
る
医
療
法
人
に
勤
務
、

２
年
以
上
ひ
た
す
ら
治
療
に
励

ん
だ
の
で
す
が
、
「
こ
な
す
」

と
い
っ
た
感
じ
の
臨
床
で
疲
労

困
憊
の
日
々
に
耐
え
ら
れ
ず
、

家
庭
と
の
両
立
も
困
難
で
し
た

の
で
、
病
院
の
歯
科
口
腔
外
科

に
転
職
し
ま
し
た
。
で
も
、
そ

の
科
で
は
仕
事
が
増
え
る
こ
と

イ
コ
ー
ル
悪
で
大
勢
の
患
者
が

い
て
も
思
っ
た
よ
う
に
診
療
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

１
９
８
５
年
に
、
自
分
が
目

指
す
診
療
を
し
た
い
と
、
親
戚

を
頼
っ
て
こ
の
茅
ヶ
崎
で
開
業

し
ま
し
た
が
、
開
業
し
て
み
る

と
診
療
よ
り
も
経
営
、
人
事
管

理
の
方
が
大
変
で
あ
る
こ
と
を

思
い
知
ら
さ
れ
、
試
行
錯
誤
の

日
々
。

　

私
は
、
大
学
時
代
よ
り
、
作

家
の
桐
島
洋
子
先
生
に
あ
こ
が

れ
、
そ
の
著
書
は
私
の
バ
イ
ブ

ル
で
、
先
生
の
言
葉
「
背
伸
び

を
す
れ
ば
背
が
伸
び
る
」
、
「
白

馬
の
王
子
様
を
待
っ
て
い
な
い

で
、
白
馬
の
王
女
様
に
な
り
ま

し
ょ
う
」
が
座
右
の
銘
で
す
。

２
０
０
８
年
、
先
生
が
大
人
の

た
め
の
寺
子
屋
、
「
森
羅
塾
」

を
始
め
た
時
に
偶
然
に
も
そ
の

１
期
生
に
な
る
こ
と
が
で
き
、

そ
こ
で
、
机
上
の
学
問
で
は
な

く
、
実
際
に
人
間
関
係
の
作
り

方
や
自
然
体
で
生
き
る
生
き
方

を
学
び
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

お
陰
で
、
先
生
と
個
人
的
に
親

し
く
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
、
自
身
が
人
間
的
に
も

成
長
で
き
た
よ
う
に
思
っ
て
い

ま
す
。

　

歯
科
医
師
は
一
人
一
人
の
患

者
さ
ん
に
寄
り
添
え
る
素
晴
ら

し
い
職
業
で
す
。
私
の
診
療
室

茅
ヶ
崎
市
　
上
田　

由
利
子

古
稀
を
す
ぎ
て
も

 
         

修
行
途
中

疲
労
感
、
嚥
下
困
難
に
よ
る
体

重
減
少
、
呼
吸
困
難
、
関
節
痛
、

そ
し
て
最
終
的
に
は
心
不
全
と

い
っ
た
多
彩
な
症
状
を
呈
し

た
。
診
断
か
ら
４
年
後
の
１
９

４
０
年
、
こ
の
病
気
に
よ
り
命

を
落
と
す
こ
と
に
な
る
。

　

ク
レ
ー
の
初
期
作
品
は
、
版

画
、
エ
ッ
チ
ン
グ
、
ペ
ン
と
イ

ン
ク
に
よ
る
繊
細
な
線
描
画
が

特
徴
的
だ
っ
た
。
「
小
さ
な
レ

ガ
ッ
タ
」
（
１
９
２
２
）
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
精
密
で
技

巧
的
な
小
規
模
な
構
成
が
彼
の

作
風
の
核
心
に
あ
っ
た
。
し
か

し
、
強
皮
症
の
診
断
と
と
も
に

作
風
は
劇
的
な
変
化
を
遂
げ
る

こ
と
に
な
る
。

　

最
も
顕
著
な
変
化
は
、
制
作

技
法
の
根
本
的
な
転
換
で
あ

る
。
病
気
に
よ
り
細
か
な
作
業

が
困
難
に
な
っ
た
ク
レ
ー
は
、

バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
を
控
え
、
よ

り
大
き
な
筆
を
使
用
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

そ
れ
ま
で
の
繊
細
な
線
描
は
、

　

「
色
彩
と
私
は
一
体
だ
」

─
こ
の
有
名
な
言
葉
を
残

し
た
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
（
１
８

７
９
―
１
９
４
０
）
は
、
２０
世

紀
を
代
表
す
る
表
現
主
義
の
画

家
で
あ
る
。
そ
の
芸
術
的
変
遷

を
語
る
上
で
見
過
ご
せ
な
い
要

素
は
、
晩
年
に
彼
を
襲
っ
た
全

身
性
強
皮
症
だ
。

　

１
９
３
６
年
、
５７
歳
の
時
に

強
皮
症
の
診
断
が
下
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
経
過
で
、
レ
イ
ノ
ー

現
象
、
特
徴
的
な
皮
膚
変
化
、

全身性強皮症が変えた全身性強皮症が変えた
パウル・クレーの軌跡パウル・クレーの軌跡

川崎市川崎区　谷本　哲也

　「色彩は私を永遠に捉えた」 と語った

画家を襲った自己免疫疾患。 筆を握れ

なくなった手が生み出した、 太い線と象

徴的な新表現。 制約が創造を生む奇跡

の軌跡とは― （毎月1回連載）。

太
く
重
厚
な
黒
い
ク
レ
ヨ
ン
の

よ
う
な
線
に
変
化
し
た
。
「
若

い
モ
ー
」（
１
９
３
８
）
で
は
、

新
聞
紙
や
麻
布
と
い
っ
た
粗
い

素
材
を
使
用
し
、
単
純
化
さ
れ

た
重
い
線
と
象
徴
的
な
表
現
が

特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
単
な
る

技
法
の
変
化
で
は
な
く
、
物
理

的
制
約
か
ら
生
ま
れ
た
新
た
な

表
現
法
の
創
造
だ
っ
た
。

　

そ
の
作
品
の
規
模
に
も
変
化

が
現
れ
た
。
小
規
模
で
精
密
な

構
成
か
ら
、
よ
り
大
き
く
平
面

的
な
ス
タ
イ
ル
へ
と
移
行
し

た
。
病
気
に
よ
る
手
の
機
能
低

下
に
対
応
す
る
た
め
の
適
応
だ

っ
た
が
、
結
果
と
し
て
彼
の
芸

術
に
新
た
な
力
強
さ
を
も
た
ら

し
た
。

　

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
作

品
の
内
容
と
タ
イ
ト
ル
の
変
化

だ
。
「
忘
れ
っ
ぽ
い
天
使
」
、「
船

の
中
の
病
人
」
、
「
死
と
炎
」
と

い
っ
た
作
品
名
は
、
死
と
苦
痛

へ
の
直
面
を
如
実
に
物
語
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
で
は
、

歪
ん
だ
顔
や
変
形
し
た
手
が
描

か
れ
て
お
り
、
ク
レ
ー
自
身
が

強
皮
症
に
よ
る
身
体
的
変
化
を

意
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
強
皮
症

の
診
断
直
後
は
制
作
活
動
が
一

時
的
に
低
下
し
た
も
の
の
、
生

涯
最
後
の
年
に
は
驚
く
べ
き
回

復
を
見
せ
て
い
る
。
病
気
と
い

う
制
約
の
中
で
新
た
な
表
現
方

法
を
見
出
し
た
ク
レ
ー
の
創
造

力
の
証
明
で
も
あ
る
。

　

晩
年
の
作
品
群
は
、
病
気
に

よ
る
身
体
的
制
約
が
必
ず
し
も

創
造
性
の
終
焉
を
意
味
し
な
い

こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い

る
。
む
し
ろ
、
制
約
こ
そ
が
新

た
な
表
現
の
可
能
性
を
開
く
鍵

と
な
り
得
る
の
だ
。
色
彩
と
線

の
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
た
ク
レ

ー
は
、
最
後
ま
で
強
皮
症
と
向

き
合
い
な
が
ら
、
芸
術
の
本
質

を
追
求
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

パウル・クレ
ー『金色の魚』、
1925年、ハン
ブルク市立美
術館（谷本先生
撮影）

パウル・クレー『高架
橋の革命』、1937年、
ハンブルク市立美術館

（谷本先生撮影）

～第三回～

経営と生活を支える共済制度のご案経営と生活を支える共済制度のご案内内
4月から二大共済制度の申込期間がスタートしました　4月から二大共済制度の申込期間がスタートしました　まだ加入されていない先生はぜひご検討ください！まだ加入されていない先生はぜひご検討ください！

シンプルな保障で割安な保険料を実現シンプルな保障で割安な保険料を実現

　より多くの先生方に共済制度で“リスク”に備えていただくために、会員の先生方

に制度のご案内を行っております。当会では1月5日～3月15日を冬普及期間、4月1日

～6月15日を春普及期間と位置づけ、この期間は協会事務局だけでなく、受託保険会

社の営業職員と共に活動しています。

　診療の合間に事務局や保険会社の職員がお伺いすることもございますが、何卒温か

くお迎えいただき、説明をお聞きいただければ幸いです。

・ 保険会社の職員が案内を行う場合は、各社からの推薦と協会

の研修を受けた選抜職員のみ参加いたします。なお、選抜職

員は当会発行の「登録証明証」を必ず携帯しております。

・ 普及期間中は保険医協会の共済制度のみご案内いたします。

特定の会社の商品を案内することはございません。

グループ生命保険

＊：年齢により保障金額の限度額が異なります。詳細はパンフレットをご覧ください。
＊：配当金は引受保険会社の前年度決算等により決定するため、配当金額は確定しておりません。

保険医による保険医のための休業保障保険医による保険医のための休業保障

　傷病による休業時に加入口数と休業日数に応じて給付金をお支払いします（1

口当たり：入院1日8千円、自宅療養〈免責3日〉1日6千円）。

　保険料は加入時のまま満期まで上がらず、若いうちに加入するほど保険料を抑

えることができます。例えば30日間入院した場合、8口加入していれば最大で192

万円の給付を受けることができます。

　休業時の給付金以外にも、加入年数に応じた“脱退給付金”や加入者に万一の

ことがあった際には指定の受取人に“弔慰給付金”が支払われます。

　保険医協会（休保共済会）が実施する会員のための制度のため、もしものとき

は加入者を手厚くサポートします。

休業保障保険

＊：告知書を元に加入審査を行います。また、勤務形態等によって加入口数に制限がございます。
＊：加入日現在で59歳6カ月未満の方がお申込可能です。59歳6カ月を超える方は「所得補償保険」をご検討ください。

引退後の生活資金に備えましょう 急な資金需要にも対応可能！引退後の生活資金に備えましょう 急な資金需要にも対応可能！

保険医年金は毎月1万円から始められる積立制度です。1口50万円の一時払で一気に

積み増すことも可能です。

予定利率は1.225%1.225%、2024年度は決算時に配当が上乗せされ、1.314%1.314%での運用実

績となりました *1。老後資金はもちろん、急な資金需要の際には積立金の一部を部分

解約することもできます *2。 積立も受取も自由度が高く、働き方が多様な「保険医

のための制度」です。既に資産運用をされている先生は、分散投資の堅実枠としても

おすすめです。1968年の発足以来、積立額が削減されたことはありません。安心・安全

な保険医年金をぜひご検討ください。

保険医年金

*1： 配当金は前年度決算実績により決定するため、将来の配当を約束するものではありません。
*2： 月払では約4年0カ月、一時払では約2年0カ月以内に中途解約した場合、受取金額が払込掛金額を下回ります。なお、

手数料改定により、2026年9月1日以降は月払は約2年5カ月、一時払は約1年2カ月まで元本割れ期間が短縮されます。

各共済制度の詳細はパンフレットをご確認ください。
資料請求・お申込希望の方は共済部（TEL:045-313-2111）
までお電話ください。右のQRコードからメールでのお問
合せも可能です。

【随時お申込受付中】

次回2026年8月1日加入
（お申込期間:4月1日～5月25日）

次回2026年9月1日加入
（お申込期間:4月1日～6月15日）

① 最高保障金額は6,000万円！① 最高保障金額は6,000万円！
② 共済制度ならではの割安な保険料！② 共済制度ならではの割安な保険料！
③ 剰余金が生じた場合は“配当金”として還元!③ 剰余金が生じた場合は“配当金”として還元!


